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(57)【要約】
【課題】簡単且つ確実な入力操作をおこなうこと。
【解決手段】操作制御装置１００は、装置筐体１０１と
、操作レバー１０２と、受け部１０３と、可動機構１０
４と、検出部１０５と、再生制御部１０６とを備える。
受け部１０３は、装置筐体１０１に設けられて、装置筐
体１０１に着脱可能な操作レバー１０２が挿入される。
可動機構１０４は、受け部１０３に挿入された操作レバ
ー１０２を操作自在にする。検出部１０５は、可動機構
１０４により操作自在な操作レバー１０２の操作状態を
検出し、検出された操作状態に対応した操作信号を出力
する。再生制御部１０６は、検出部１０５によって出力
された操作信号に基づいて、出力情報の再生を制御する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置筐体に設けられて、当該装置筐体に着脱可能な操作レバーが挿入される受け部と、
　前記受け部に挿入された前記操作レバーを操作自在にするための可動機構と、
　前記可動機構により操作自在な前記操作レバーの操作状態を検出し、検出された操作状
態に対応した操作信号を出力する検出手段と、
　前記検出手段によって出力された操作信号に基づいて、出力情報の再生を制御する再生
制御手段と、
　を備えることを特徴とする操作制御装置。
【請求項２】
　前記受け部は、前記操作レバーとしての接続対象機器と電気的に接続可能なコネクタで
あることを特徴とする請求項１に記載の操作制御装置。
【請求項３】
　前記操作レバーを操作自在にする前記可動機構のうち、前記操作レバーの操作による変
動が少ない位置に、前記操作レバー内に具備される記録部と、前記装置筐体内に具備され
る記録部との間でデータ通信可能な回線を配線することを特徴とする請求項２に記載の操
作制御装置。
【請求項４】
　前記受け部に前記操作レバーが挿入されたことを検知する検知手段を、
　さらに備え、
　前記装置筐体には、操作入力を受け付けることによって操作信号を出力する操作ボタン
が設けられ、
　前記再生制御手段は、前記検知手段によって前記受け部に操作レバーが挿入されたこと
が検知された際に、前記操作ボタンの操作信号に基づく出力情報の再生の制御から、前記
検出手段によって検出された前記操作レバーの操作信号に基づく出力情報の再生の制御へ
、切り替えの選択をおこなう選択手段を備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか
一つに記載の操作制御装置。
【請求項５】
　前記可動機構は、前記装置筐体に設けられて、前記受け部を可動にする機構であり、前
記操作レバーを操作可能に移動させることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記
載の操作制御装置。
【請求項６】
　前記可動機構は、前記受け部に挿入された前記操作レバーを、前記操作レバーの挿入さ
れる方向に対して傾動自在とする機構であり、
　前記検出手段は、前記操作レバーの傾動状態に応じた操作信号を出力することを特徴と
する請求項５に記載の操作制御装置。
【請求項７】
　前記可動機構は、前記操作レバーに設けられ、
　前記検出手段は、前記操作レバーに具備されるジャイロセンサを有することを特徴とす
る請求項１～４のいずれか一つに記載の操作制御装置。
【請求項８】
　前記可動機構は、前記操作レバーの挿入される方向を回転軸として、前記操作レバーを
回転可能にし、
　前記検出手段は、前記操作レバーの回転動作を検出する回転センサを備えることを特徴
とする請求項１～７のいずれか一つに記載の操作制御装置。
【請求項９】
　前記コネクタは、ＵＳＢコネクタであることを特徴とする請求項１～８のいずれか一つ
に記載の操作制御装置。
【請求項１０】
　前記操作レバーは、ＵＳＢ形式の記憶素子が内蔵されるＵＳＢスティックメモリを用い
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たものであることを特徴とする請求項９に記載の操作制御装置。
【請求項１１】
　前記装置筐体に開閉可能な表示パネルをさらに備え、
　前記受け部は、前記表示パネルの前面に埋め込まれた構成であることを特徴とする請求
項１～１０のいずれか一つに記載の操作制御装置。
【請求項１２】
　装置筐体に設けられて、当該装置筐体に着脱可能な操作レバーが挿入される受け部と、
前記受け部に挿入された前記操作レバーを操作自在にするための可動機構と、を備えた操
作制御装置の操作制御方法において、
　前記可動機構により操作自在な前記操作レバーの操作状態を検出し、検出された操作状
態に対応した操作信号を出力する検出工程と、
　前記検出工程によって出力された操作信号に基づいて、出力情報の再生を制御する再生
制御工程と、
　を含むことを特徴とする操作制御方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の操作制御方法をコンピュータに実行させることを特徴とする操作制
御プログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の操作制御プログラムを記録したことを特徴とするコンピュータに読
み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、操作制御装置、操作制御方法、操作制御プログラム、および記録媒体に関
する。ただし、この発明の利用は上述の操作制御装置、操作制御方法、操作制御プログラ
ム、および記録媒体には限らない。
【背景技術】
【０００２】
　従来、目的地までの経路を誘導するナビゲーション装置や、音楽やラジオなどの音を出
力する音響装置などのＡＶ機器が知られている。このようなＡＶ機器では、ハードディス
クに記録される記録情報や、ＣＤ、ＭＤなどの記録メディアに記録される記録情報を音声
出力または表示出力することができる。
【０００３】
　また、ＣＤ、ＭＤなどの記録メディアのほかに、汎用性を向上させるために、たとえば
、ＵＳＢコネクタが接続可能な操作制御装置を備え、ＵＳＢメモリや、ＵＳＢケーブルを
介して、外部機器からの情報を出力するようにしたＡＶ機器が提案されている（例えば、
下記特許文献１参照。）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１６６８４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１の技術は、そもそも、ボタン操作による操作入力が
おこなわれるため、利用者にとってみれば、ボタンが押しにくく、ボタンを押し間違えて
しまうといった問題がある。また、ＵＳＢコネクタが差し込まれる差込口や、差し込まれ
たＵＳＢコネクタが、単なる接続用の受け部、または突出物になるにすぎず、有効利用で
きていないだけでなく、ＵＳＢコネクタの差込口の場所によっては、ボタン操作の操作性
の低下が顕著になるといった問題が一例として挙げられる。また、ボタンとＵＳＢコネク
タの差込口との領域を確保することにより、表示領域等の他の領域が狭くなるといった問
題が一例として挙げられる。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、請求項１の発明にかかる操作制御装置は
、装置筐体に設けられて、当該装置筐体に着脱可能な操作レバーが挿入される受け部と、
前記受け部に挿入された前記操作レバーを操作自在にするための可動機構と、前記可動機
構により操作自在な前記操作レバーの操作状態を検出し、検出された操作状態に対応した
操作信号を出力する検出手段と、前記検出手段によって出力された操作信号に基づいて、
出力情報の再生を制御する再生制御手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、請求項１２の発明にかかる操作制御方法は、装置筐体に設けられて、当該装置筐
体に着脱可能な操作レバーが挿入される受け部と、前記受け部に挿入された前記操作レバ
ーを操作自在にするための可動機構と、を備えた操作制御装置の操作制御方法において、
前記可動機構により操作自在な前記操作レバーの操作状態を検出し、検出された操作状態
に対応した操作信号を出力する検出工程と、前記検出工程によって出力された操作信号に
基づいて、出力情報の再生を制御する再生制御工程と、を含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項１３の発明にかかる操作制御プログラムは、請求項１２に記載の操作制御
方法をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項１４の発明にかかる記録媒体は、請求項１３に記載の操作制御プログラム
をコンピュータに読み取り可能に記録したことを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる操作制御装置、操作制御方法、操作制御
プログラム、および記録媒体の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１１】
（実施の形態）
（操作制御装置１００の構成）
　この発明の実施の形態にかかる操作制御装置１００の構成について説明する。図１は、
本実施の形態にかかる操作制御装置の構成の一例を示す説明図である。図１において、操
作制御装置１００は、装置筐体１０１と、操作レバー１０２と、受け部１０３と、可動機
構１０４と、検出部１０５と、再生制御部１０６と、検知部１０７と、操作ボタン１０８
と、選択部１１０と、を備えて構成される。
【００１２】
　装置筐体１０１には、受け部１０３が設けられている。操作レバー１０２は、受け部１
０３に対して着脱自在である。操作レバー１０２は、受け部１０３に対して挿入可能なも
のであればよく、具体的には、棒状部材が挙げられる。
【００１３】
　可動機構１０４は、受け部１０３に挿入された操作レバー１０２を操作自在にする。可
動機構１０４は、操作レバー１０２を、たとえば、上方のみの一方向に操作可能にしたも
の、上下方向の２方向に操作可能にしたもの、上下左右の４方向に操作可能にしたものの
ほか、全ての方向に操作可能にしたものなどが挙げられる。また、このほかにも、操作レ
バー１０２の押し込み方向または引き抜き方向の操作をも含む。
【００１４】
　検出部１０５は、可動機構１０４により操作自在な操作レバー１０２の操作状態を検出
し、検出された操作状態に対応した操作信号を出力する。検出部１０５は、操作レバー１
０２の操作状態を検出できるものであればよく、具体的には、操作レバー１０２の操作状
態に応じて導通する電気接点によって操作状態を検出するものでもよいし、センサを用い
て操作状態を検出するものでもよい。操作信号は、たとえば、後述する操作ボタン１０８
が押下されることによって出力される操作信号と同様の信号である。
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【００１５】
　再生制御部１０６は、検出部１０５によって出力された操作信号に基づいて、出力情報
の再生を制御する。出力情報は、スピーカから出力される音声情報や表示画面から出力さ
れる画面情報などが挙げられる。
【００１６】
　また、本実施の形態において、受け部１０３は、操作レバー１０２としての接続対象機
器に対して電気的に接続可能なコネクタであることが望ましい。受け部１０３としてのコ
ネクタは、操作レバー１０２に対して、電気接続可能な接続機器である。具体的に、コネ
クタは、凸コネクタと凹コネクタとが嵌合することによって接続されるものである。この
場合、代表的には、受け部１０３としてのコネクタは、凹コネクタであり、操作レバー１
０２には凸コネクタを具備させる構成が挙げられるが、受け部１０３としてのコネクタを
凸コネクタとし、操作レバー１０２に凹コネクタを具備させる構成であってもよい。また
、ここで云うコネクタは、電子回路や光通信において配線を接続するために用いられる部
品であり、代表的には、ＵＳＢコネクタが挙げられるが、電源用コネクタ、コンピュータ
用コネクタ、通信用コネクタ、音響・映像用コネクタ等を広く含む。具体的には、たとえ
ば、受け部１０３をＵＳＢポートとした場合、操作レバー１０２としては、ＵＳＢ形式の
記憶素子が内蔵されるＵＳＢスティックメモリが挙げられる。
【００１７】
　また、本実施の形態において、装置筐体１０１および操作レバー１０２に、図示外の記
録部が具備されている場合には、操作レバー１０２内に具備される記録部と、装置筐体１
０１内に具備される記録部との間で、データ通信可能な回線が配線される。この回線は、
操作レバー１０２を操作自在にする可動機構１０４のうち、操作レバー１０２の操作によ
る変動が少ない位置に配線される。
【００１８】
　また、本実施の形態において、検知部１０７と、操作ボタン１０８とは、任意の構成要
素である。この場合、再生制御部１０６は、選択部１１０を備える。検知部１０７は、受
け部１０３に操作レバー１０２が挿入されたことを検知する。検知部１０７による操作レ
バー１０２の受け部１０３への挿入の検知は、たとえば、操作レバー１０２が接続された
際の接続を認識する情報に基づくものでもよいし、操作レバー１０２が受け部１０３に挿
入した際に施されるロック時のロック信号に基づくものでもよいし、センサによる検知に
基づくものでもよい。
【００１９】
　操作ボタン１０８は、装置筐体１０１に設けられ、操作入力を受け付けることによって
操作信号を出力する。具体的には、操作ボタン１０８は、押下可能なボタンやタッチパネ
ルなどである。
【００２０】
　また、再生制御部１０６に具備される選択部１１０は、検知部１０７によって受け部１
０３に操作レバー１０２が挿入されたことが検知された際に、操作ボタン１０８の操作信
号に基づく出力情報の再生の制御から、検出部１０５によって検出された操作信号に基づ
く出力情報の再生の制御へ、切り替えの選択をおこなう。本構成は、操作レバー１０２が
受け部１０３に挿入された際に、操作レバー１０２からの操作信号のみに基づく再生の制
御、または操作レバー１０２からの操作信号と操作ボタンからの操作信号とに基づく再生
の制御に、選択可能にしたものである。選択の決定に際しては、予め設定に基づいて選択
されるものでもよいし、利用者からの入力に基づいて選択されるものでもよい。
【００２１】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、装置筐体１０１に設けられ、受け部
１０３を可動にする機構とし、操作レバー１０２を操作可能に移動させるようにしてもよ
い。このような構成は、受け部１０３に挿入可能な操作レバー１０２であれば、いかなる
形式の操作レバー１０２であっても用いることができるので、操作制御装置１００の汎用
性を向上させることができる。
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【００２２】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、受け部１０３に挿入された操作レバ
ー１０２を、操作レバー１０２の挿入される方向に対して傾動自在にする機構とし、検出
部１０５は、操作レバー１０２の傾動状態に応じた操作信号を出力するようにしてもよい
。この場合、検出部１０５は、たとえば、操作レバー１０２の傾動動作に対応した接点信
号を検出できるものが挙げられる。より詳細には、検出部１０５は、操作レバー１０２が
上下左右の４方向に傾動自在な場合には、上下左右の４方向の接点信号を検出できればよ
い。
【００２３】
　また、可動機構１０４は、操作レバー１０２に設けられたものでもよい。この場合、検
出部１０５は、操作レバー１０２に具備されるジャイロセンサを用いればよい。本構成は
、受け部１０３を固定したものとし、操作レバー１０２にジャイロセンサを用いたことに
より、操作レバー１０２が傾いた際の操作レバー１０２の操作状態を検知できるようにし
たものである。
【００２４】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、操作レバー１０２の挿入される方向
を回転軸として、操作レバー１０２を回転可能にし、検出部１０５は、操作レバー１０２
の回転動作を検出する回転センサを備えるようにしてもよい。操作レバー１０２の回転方
向は、具体的には、たとえば、ボリューム調節などに用いられる回転つまみなどの回転方
向である。したがって、本構成は、操作レバー１０２を回転つまみのように用いることが
でき、操作レバー１０２の多様な操作を可能にしたものである。
【００２５】
　また、本実施の形態において、装置筐体１０１に開閉可能な表示パネルをさらに備える
ようにし、受け部１０３は、表示パネルの前面に埋め込まれた構成としてもよい。本構成
は、操作レバー１０２を開閉可能な表示パネルと一体化させたものであり、操作レバー１
０２が表示パネルの開閉動作を妨げることのない構成である。
【００２６】
（操作制御装置１００の操作制御処理手順）
　つぎに、図２を用いて、操作制御装置１００の入力処理手順について説明する。図２は
、本実施の形態にかかる操作制御装置の操作制御処理手順の一例を示すフローチャートで
ある。
【００２７】
　図２のフローチャートにおいて、操作制御装置１００は、検出部１０５が操作レバー１
０２の操作状態を検出するまで待機状態にあり（ステップＳ２０１：Ｎｏのループ）、検
出部１０５が操作レバー１０２の操作状態を検出すると（ステップＳ２０１：Ｙｅｓ）、
検出された操作状態に対応した操作信号を出力する（ステップＳ２０２）。そして、検出
部１０５によって出力された操作信号に基づいて、出力情報の再生を制御し（ステップＳ
２０３）、一連の処理を終了する。
【００２８】
　以上説明したように、本実施の形態にかかる操作制御装置１００は、可動機構１０４に
よって操作自在な操作レバー１０２の操作状態を検出し、検出された操作状態に対応した
操作信号を出力する検出部１０５と、検出部１０５によって出力された操作信号に基づい
て、出力情報の再生を制御する再生制御部１０６と、を備えた。このような構成によれば
、操作レバー１０２により簡単且つ確実な入力操作をおこなうことができる。
【００２９】
　また、本実施の形態において、受け部１０３は、操作レバー１０２としての接続対象機
器と電気的に接続可能なコネクタを用いることが望ましい。このような構成によれば、電
源の供給、データの読み込みなどをおこなうことができ、操作レバー１０２に対して、レ
バーとしての機能以外の他の機能を備えることが可能になる。
【００３０】
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　また、本実施の形態において、可動機構１０４のうち、操作レバー１０２の操作による
変動が少ない位置に、操作レバー１０２内に具備される記録部と、装置筐体１０１内に具
備される記録部との間で、データ通信可能な回線を配線するようにしてもよい。このよう
な構成によれば、操作レバー１０２の操作によって配線が邪魔になるようなことがなく、
操作レバー１０２を操作自在にすることができるともに、操作レバー１０２に記録される
情報の再生や複製をおこなうことができる。
【００３１】
　また、本実施の形態において、受け部１０３に操作レバー１０２が挿入されたことを検
知する検知部１０７を、さらに備えるようにしてもよい。この場合、装置筐体１０１には
、操作入力を受け付けることによって操作信号を出力する操作ボタン１０８を設けるよう
にすればよい。さらに、この場合、再生制御部１０６は、検知部１０７によって受け部１
０３に操作レバー１０２が挿入されたことが検知された際に、操作ボタン１０８の操作信
号に基づく出力情報の再生の制御から、検出部１０５によって検出された操作信号に基づ
く出力情報の再生の制御へ、切り替えの選択をおこなう選択部１１０を備えるようにすれ
ばよい。
【００３２】
　このような構成において、選択部１１０が操作レバー１０２からの操作信号に基づく再
生の制御のみを選択した場合、利用者が意図せずにボタンを押下するようなことがあって
も、操作ボタン１０８からの操作信号を受け付けることがないので、利用者は、操作レバ
ー１０２の操作を慎重におこなう必要がなく、操作レバー１０２を簡単に操作することが
できる。一方、選択部１１０が操作レバー１０２からの操作信号と操作ボタン１０８から
の操作信号とに基づく再生の制御を選択した場合、利用者は、操作レバー１０２による操
作とボタン操作とによる入力操作をおこなうことが可能になるので、多様な操作を受け付
けることが可能になる。
【００３３】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、装置筐体１０１に設けられて、受け
部１０３を可動にする機構とし、操作レバー１０２を操作可能に移動させるようにしても
よい。本構成によれば、受け部１０３側を可動にしたため、受け部１０３に挿入可能な操
作レバー１０２を用いることができ、操作制御装置１００の汎用性を向上させることがで
きる。
【００３４】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、受け部１０３に挿入された操作レバ
ー１０２を、操作レバー１０２の挿入される方向に対して傾動自在にする機構とし、検出
部１０５は、操作レバー１０２の傾動状態に応じた操作信号を出力するようにしてもよい
。本構成は、可動機構１０４および操作レバー１０２の代表的な構成であり、簡単な構成
で本発明を実現することができる。
【００３５】
　また、本実施の形態において、可動機構１０４は、操作レバー１０２に設けられ、検出
部１０５は、操作レバー１０２に具備されるジャイロセンサを用いるようにしてもよい。
本構成は、操作レバー１０２に、可動機構１０４と、検知部１０７としてのジャイロセン
サとを備えるようにしたため、受け部１０３側の構成を簡素化することができる。
【００３６】
　また、本実施の形態において、操作レバー１０２の挿入される方向を回転軸として、操
作レバー１０２を回転可能にし、検出部１０５は、操作レバー１０２の回転動作を検出す
る回転センサを備えるようにしてもよい。このような構成によれば、操作レバー１０２の
多様な操作を実現することができる。
【００３７】
　また、この場合、コネクタは、ＵＳＢコネクタを用いてもよい。このような構成によれ
ば、最も着脱が容易であるため、汎用性のある操作制御装置１００を提供することができ
る。
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【００３８】
　また、本実施の形態において、操作レバー１０２は、ＵＳＢ形式の記憶素子が内蔵され
るＵＳＢスティックメモリを用いるようにしてもよい。このような構成によれば、スティ
ック状の操作部を簡単に形成できるとともに、内蔵される記憶素子に記憶される情報を再
生することができる。
【００３９】
　また、本実施の形態にかかる操作制御装置１００は、装置筐体１０１に開閉可能な表示
パネルを備えるようにし、受け部１０３は、表示パネルの前面に埋め込まれた構成として
もよい。このような構成によれば、操作レバー１０２を受け部１０３に挿入した際にも、
操作レバー１０２が表示パネルの閉動作を妨げることがないので、表示パネルを開閉自在
にすることができるとともに、表示パネルの視認性の低下を防止できる。
【実施例１】
【００４０】
　以下に、本発明の実施例１について説明する。実施例１では、車両に搭載される音響装
置によって、本発明の操作制御装置１００を実施した場合の一例について説明する。
【００４１】
（音響装置３００の構成の一例）
　図３を用いて、実施例１にかかる音響装置３００の構成の一例について説明する。図３
は、実施例１にかかる音響装置の構成の一例を示す説明図である。図３において、音響装
置３００は、たとえば、車両のセンターパネルに配置されているものである。この音響装
置３００には、操作レバーとしてのＵＳＢスティックメモリ３１１が差し込まれている。
音響装置３００は、たとえば、装置筐体３０１に、音量調節つまみ３０２と、操作ボタン
３０３（３０３ａ～３０３ｄ）と、表示部３０４と、受け部としての差込口３０５とを備
えて構成されている。
【００４２】
　音量調節つまみ３０２は、音量調節や電源の入切を受け付けるものであり、左右に回転
するとともに押下可能な構成である。たとえば、利用者が、音量調節つまみ３０２を回す
ことにより音量調節がおこなわれるとともに、音量調節つまみ３０２を押下することによ
り電源の入切がおこなわれる。
【００４３】
　操作ボタン３０３は、楽曲の再生、停止、早送りのほか、記録媒体の再生の状態からラ
ジオへの切り替え等の操作入力を受け付けるものである。表示部３０４は、たとえば、記
録媒体に記録されるフォルダや楽曲の記録時間、ラジオの周波数などが表示される。差込
口３０５には、詳細については後述するが、ＵＳＢコネクタが差し込み可能なＵＳＢポー
トが設けられている。また、差込口３０５は、上下左右の４方向に移動可能な可動機構が
設けられている。したがって、ＵＳＢスティックメモリ３１１は、可動機構によって上下
左右方向に傾動可能になっている。
【００４４】
　また、ナビゲーション装置など表示画面を備えた大型のパネルに差込口３０５を設ける
場合には、パネル前面に差込口３０５を配置すればよい。特に、開閉可能な表示画面を備
えたものに対しては、パネル前面に操作制御装置を配置することにより、ＵＳＢスティッ
クメモリ３１１が差し込まれた状態であっても、表示画面の開閉動作を妨げることのない
構成とすることができる。
【００４５】
（音響装置３００のハードウェア構成）
　つぎに、図４を用いて、実施例１にかかる音響装置３００のハードウェア構成について
説明する。図４は、実施例１にかかる音響装置のハードウェア構成の一例を示すブロック
図である。図４において、音響装置３００は、車両などの移動体に搭載されており、ＣＰ
Ｕ４０１と、ＲＯＭ４０２と、ＲＡＭ４０３と、磁気ディスクドライブ４０４と、磁気デ
ィスク４０５と、光ディスクドライブ４０６と、光ディスク４０７と、音声Ｉ／Ｆ（イン
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ターフェース）４０８と、スピーカ４０９と、入力デバイス４１０と、映像Ｉ／Ｆ４１１
と、表示部３０４としてのディスプレイ４１２と、通信Ｉ／Ｆ４１３とを備えている。ま
た、各構成部４０１～４１３はバス４２０によってそれぞれ接続されている。
【００４６】
　ＣＰＵ４０１は、音響装置３００の全体の制御を司る。ＲＯＭ４０２は、ブートプログ
ラム、音声生成プログラム、音響制御プログラム、操作制御プログラムなどの各種プログ
ラムを記録している。また、ＲＡＭ４０３は、ＣＰＵ４０１のワークエリアとして使用さ
れる。
【００４７】
　音響制御プログラムは、音声Ｉ／Ｆ４０８によってスピーカ４０９から出力される音声
の音響特性を決定させ、決定された音響特性によってスピーカ４０９を介して音声出力を
おこなう。出力する音声は、通信Ｉ／Ｆ４１３を介して入力されたテレビやラジオなどの
音声や、磁気ディスク４０５、光ディスク４０７に記録される楽曲のほか、ＣＤ、ＭＤ、
カセットなどに記録される楽曲などである。
【００４８】
　操作制御プログラムは、ＵＳＢコネクタ（ＵＳＢスティックメモリ３１１）が差し込ま
れたことを検知するとともに、後述する可動機構によって操作自在なＵＳＢコネクタの操
作状態を検出し、検出されたＵＳＢコネクタの操作状態に基づいて、出力情報の再生を制
御する。
【００４９】
　磁気ディスクドライブ４０４は、ＣＰＵ４０１の制御にしたがって磁気ディスク４０５
に対するデータの読み取り／書き込みを制御する。磁気ディスク４０５は、磁気ディスク
ドライブ４０４の制御で書き込まれたデータを記録する。磁気ディスク４０５としては、
たとえば、ＨＤ（ハードディスク）やＦＤ（フレキシブルディスク）を用いることができ
る。
【００５０】
　光ディスクドライブ４０６は、ＣＰＵ４０１の制御にしたがって光ディスク４０７に対
するデータの読み取り／書き込みを制御する。光ディスク４０７は、光ディスクドライブ
４０６の制御にしたがってデータの読み出される着脱自在な記録媒体である。光ディスク
４０７は、書き込み可能な記録媒体を利用することもできる。また、この着脱自在な記録
媒体として、光ディスク４０７のほか、ＭＯ、メモリカードなどであってもよい。
【００５１】
　入力デバイス４１０は、上述した、音量調節つまみ３０２と、操作ボタン３０３のほか
、ＵＳＢスティックメモリ３１１が差し込まれることによって形成される操作レバーが挙
げられる。なお、入力デバイス４１０は、このほかにも、文字、数値、各種指示などの入
力のための複数のキーを備えたリモコン、キーボード、マウス、タッチパネルなどを用い
てもよい。
【００５２】
　映像Ｉ／Ｆ４１１は、ディスプレイ４１２と接続される。映像Ｉ／Ｆ４１１は、具体的
には、たとえば、ディスプレイ４１２全体の制御をおこなうグラフィックコントローラと
、即時表示可能な画像情報を一時的に記録するＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　ＲＡＭ）などのバ
ッファメモリと、グラフィックコントローラから出力される画像データに基づいて、ディ
スプレイ４１２を表示制御する制御ＩＣなどによって構成される。
【００５３】
　ディスプレイ４１２には、表示部３０４に相当し、アイコン、カーソル、メニュー、ウ
インドウ、あるいは文字や画像などの各種データが表示される。また、ディスプレイ４１
２には、たとえば、グライコや再生曲のトラック番号、ラジオの周波数などが表示される
。
【００５４】
　このディスプレイ４１２は、たとえば、ＣＲＴ、ＴＦＴ液晶ディスプレイ、プラズマデ
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ィスプレイなどを採用することができる。また、開閉自在な大型のディスプレイ４１２を
設ける場合は、当該ディスプレイ４１２は、たとえば、車両のセンターパネル付近に設置
される。
【００５５】
　通信Ｉ／Ｆ４１３は、無線を介してネットワークに接続され、音響装置３００とＣＰＵ
４０１とのインターフェースとして機能する。通信Ｉ／Ｆ４１３は、さらに、無線を介し
てインターネットなどの通信網に接続され、この通信網とＣＰＵ４０１とのインターフェ
ースとしても機能する。通信網には、ＬＡＮ、ＷＡＮ、公衆回線網や携帯電話網などがあ
る。
【００５６】
　図１に示した操作制御装置１００が備える再生制御部１０６と、選択部１１０とは、図
４に示した音響装置３００におけるＲＯＭ４０２、ＲＡＭ４０３、磁気ディスク４０５、
光ディスク４０７などに記録されたプログラムやデータを用いて、ＣＰＵ４０１が所定の
プログラムを実行し、音響装置３００における各部を制御することによってその機能を実
現する。
【００５７】
　すなわち、実施例１の音響装置３００は、音響装置３００における記録媒体としてのＲ
ＯＭ４０２に記録されている各種プログラムを実行することにより、図１に示した操作制
御装置１００が備える機能を、図２に示した操作制御処理手順で実行することができる。
【００５８】
（操作部５００の構成の一例）
　つぎに、図５および図６を用いて、実施例１にかかる操作部５００の構成の一例につい
て説明する。図５および図６は、実施例１にかかる操作部の構成の一例を示す断面図であ
る。図５において、操作部５００は、ＵＳＢスティックメモリ３１１と、差込口３０５と
、可動機構５１０と、検出部５２０とを備えて構成される。
【００５９】
　ＵＳＢスティックメモリ３１１は、ＵＳＢコネクタ３１１ａを差込口３０５のＵＳＢポ
ート３０５ａに差し込んだ状態になっている。また、ＵＳＢスティックメモリ３１１は、
図示外のロック機構により、引き抜きがロックされている。なお、ロック機構は、図示外
の解除機構により解除されるようになっている。
【００６０】
　可動機構５１０は、ＵＳＢポート３０５ａを支持する支持受け５１１と、円盤状に形成
される鍔部５１２と、円柱軸部５１３と、円柱軸部５１３を傾動自在に保持する台座５１
４と、装置筐体３０１と鍔部５１２との間に介在する圧縮バネ５１５と、で構成されてい
る。検出部５２０は、プリント基板５２１上に電気接点５２２を配置するとともに、電気
接点５２２に対向した鍔部５１２に対向接点５１６を配置して構成されており、電気接点
５２２と対向接点５１６とが接触すると、電気接点５２２が導通するようになっている。
【００６１】
　電気接点５２２は、円柱軸部５１３の軸を中心にして、四方に配置されており、つまり
、上下方向のほかに、図示していない左右方向（紙面鉛直方向）にもそれぞれ配置されて
いる。圧縮バネ５１５は、一方が装置筐体３０１側に係止されるとともに、他方が鍔部５
１２に当接され、圧縮された状態で配置されている。また、図示していないが、円柱軸部
５１３の端面５１３ａと台座５１４との間に、音響装置３００の磁気ディスク４０５また
は光ディスク４０７との間でデータ通信可能な回線が配線されている。この回線は、ＵＳ
Ｂスティックメモリ３１１の操作による変動が少ない位置、具体的には、ＵＳＢスティッ
クメモリ３１１が台座５１４に対して傾動する際の支点に相当する位置に、配線されてい
る。
【００６２】
　図６に示すように、たとえば、利用者からの操作によりＵＳＢスティックメモリ３１１
が下方に押し下げられると、円柱軸部５１３が下方に傾動するとともに、鍔部５１２の対
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向接点５１６が対向する電気接点５２２に接触する。これにより、電気接点５２２が導通
し、操作信号が出力される。このように、本構成は、電気接点５２２が導通することによ
り、操作信号が検出され、出力されるようになっている。なお、利用者がＵＳＢスティッ
クメモリ３１１に対して作用させる力を弱めると、圧縮バネ５１５の付勢力により、図５
に示す中立状態に戻る。また、電気接点５２２は、図示した以外にも、円柱軸部５１３の
端面５１３ａに対向した支持受け５１１側に設けるようにし、つまり、ＵＳＢスティック
メモリ３１１を押し込むことにより、押下される位置に設けてもよい。
【００６３】
（音響装置３００に具備される操作制御部７００の機能的構成）
　つぎに、図７を用いて、実施例１にかかる音響装置３００に具備される操作制御部７０
０の機能的構成について説明する。図７は、実施例１にかかる音響装置に具備される操作
制御部の機能的構成の一例を示すブロック図である。
【００６４】
　図７において、音響装置３００に具備される操作制御部７００は、操作ボタン３０３と
、検出部５２０（電気接点５２２）と、メモリ７０１と、ＣＰＵ７１０と、接続検知部７
２０と、選択部７３０と、出力部７４０とを備えている。
【００６５】
　メモリ７０１は、ＵＳＢスティックメモリ３１１に内蔵されている。ＣＰＵ７１０は、
再生制御部７１１を備えている。再生制御部７１１は、楽曲や表示画面の再生を制御する
。なお、表示画面の再生の制御は、たとえば、メモリ７０１に記録されるフォルダや、楽
曲名、記録時間などを表示出力する際の再生制御である。つまり、メモリ７０１に記録さ
れる楽曲などの情報は、ＣＰＵ７１０の再生制御部７１１によって再生が制御され、出力
部７４０を介して、スピーカ４０９やディスプレイ４１２（表示部３０４）から出力され
る。
【００６６】
　なお、図７において、ＣＰＵ７１０は、操作制御部７００に具備されるものとして説明
したが、これに限られるものではなく、音響装置３００のＣＰＵ４０１に、同様の機能を
具備させるようにしてもよい。また、図示していないが、再生される情報は、メモリ７０
１に記録される情報に限らず、図４に示した磁気ディスク４０５や光ディスク４０７に記
録される情報のほか、通信Ｉ／Ｆ４１３を介して受信する放送波などの情報をも含む。
【００６７】
　接続検知部７２０は、ＵＳＢコネクタ３１１ａがＵＳＢポート３０５ａに差し込まれた
際の接続を認識する情報に基づいて、ＵＳＢコネクタ３１１ａとＵＳＢポート３０５ａと
の接続を検知する。なお、接続の検知に際しては、たとえば、ロック機構によるＵＳＢコ
ネクタ３１１ａとＵＳＢポート３０５ａとのロック時におけるロック信号に基づいておこ
なってもよい。選択部７３０は、接続検知部７２０によるＵＳＢコネクタ３１１ａとＵＳ
Ｂポート３０５ａとの接続の検知に基づいて、操作ボタン３０３からの操作信号に基づく
再生の制御から、電気接点５２２からの操作信号に基づく再生の制御に切り替える。
【００６８】
　また、選択部７３０は、再生の制御の切り替えをおこなうほか、接続検知部７２０によ
ってＵＳＢコネクタ３１１ａとＵＳＢポート３０５ａとの接続が検知された際に、磁気デ
ィスク４０５や光ディスク４０７に記録される情報の読み込みから、ＵＳＢスティックメ
モリ３１１に記録される情報の読み込みに切り替えるようにしてもよい。
【００６９】
（音響装置３００の操作制御処理の一例）
　つぎに、図８を用いて、実施例１にかかる音響装置３００がおこなう操作制御処理の一
例について説明する。図８は、実施例１にかかる音響装置の操作制御処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【００７０】
　図８のフローチャートにおいて、音響装置３００は、接続検知部７２０がＵＳＢコネク
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タ３１１ａの接続を検知するのを待って（ステップＳ８０１：Ｎｏのループ）、ＵＳＢコ
ネクタ３１１ａの接続を検知した場合（ステップＳ８０１：Ｙｅｓ）、ＵＳＢスティック
メモリ３１１の操作信号に基づく再生の制御に切り替える（ステップＳ８０２）。なお、
ＵＳＢコネクタ３１１ａの接続を検知するまでは（ステップＳ８０１：Ｎｏのループ）、
操作ボタン３０３の操作信号に基づいた再生の制御をおこなうようになっている。
【００７１】
　そして、メモリ７０１に記録されている情報を読み込み、たとえば、表示部３０４にフ
ォルダを表示する（ステップＳ８０３）。そして、利用者からのＵＳＢスティックメモリ
３１１の操作により、右側の電気接点５２２が導通したか否かを判断する（ステップＳ８
０４）。ステップＳ８０４において、右側の電気接点５２２が導通したと判断した場合（
ステップＳ８０４：Ｙｅｓ）、たとえば、表示部３０４に表示されるフォルダを、一フォ
ルダ分、上方へスクロールする（ステップＳ８０５）。このあと、ステップＳ８０４に移
行する。
【００７２】
　一方、ステップＳ８０４において、右側の電気接点５２２が導通していないと判断した
場合（ステップＳ８０４：Ｎｏ）、左側の電気接点５２２が導通したか否かを判断する（
ステップＳ８０６）。ステップＳ８０６において、左側の電気接点５２２が導通したと判
断した場合（ステップＳ８０６：Ｙｅｓ）、たとえば、表示部３０４に表示されるフォル
ダを、一フォルダ分、下方へスクロールする（ステップＳ８０７）。このあと、ステップ
Ｓ８０４に移行する。
【００７３】
　一方、ステップＳ８０６において、左側の電気接点５２２が導通していないと判断した
場合（ステップＳ８０６：Ｎｏ）、上側の電気接点５２２が導通したか否かを判断する（
ステップＳ８０８）。ステップＳ８０８において、上側の電気接点５２２が導通したと判
断した場合（ステップＳ８０８：Ｙｅｓ）、たとえば、表示部３０４に表示されるフォル
ダの上階層のフォルダを表示する（ステップＳ８０９）。このあと、ステップＳ８０４に
移行する。
【００７４】
　一方、ステップＳ８０８において、上側の電気接点５２２が導通していないと判断した
場合（ステップＳ８０８：Ｎｏ）、下側の電気接点５２２が導通したか否かを判断する（
ステップＳ８１０）。ステップＳ８１０において、下側の電気接点５２２が導通したと判
断した場合（ステップＳ８１０：Ｙｅｓ）、たとえば、表示部３０４に表示されるフォル
ダの下階層のフォルダを表示する（ステップＳ８１１）。このあと、ステップＳ８０４に
移行する。
【００７５】
　一方、ステップＳ８１０において、下側の電気接点５２２が導通していないと判断した
場合（ステップＳ８１０：Ｎｏ）、ＵＳＢコネクタ３１１ａが抜かれたか否かを判断する
（ステップＳ８１２）。なお、ＵＳＢスティックメモリ３１１を音響装置３００から取り
外す際には、ＵＳＢコネクタ３１１ａをいきなり抜いてしまうと、データの書き込みや読
み込みがおこなわれている場合にはデータを破損するおそれがあるため、ＵＳＢコネクタ
３１１ａが引き抜かれる前に、音響装置３００との接続を切断しておく必要がある。した
がって、ステップＳ８１２の判断では、たとえば、ロックを解除する解除機構によるロッ
クの解除時における解除信号が入力された場合に、ＵＳＢコネクタ３１１ａが抜かれたも
のと判断するようにしてもよい。
【００７６】
　ステップＳ８１２において、ＵＳＢコネクタ３１１ａが抜かれたと判断した場合（ステ
ップＳ８１２：Ｙｅｓ）、一連の処理を終了する。また、ステップＳ８１２において、Ｕ
ＳＢコネクタ３１１ａが抜かれていないと判断した場合（ステップＳ８１２：Ｎｏ）、ス
テップＳ８０４に移行する。
【００７７】
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　以上のように、上述した操作制御処理によれば、ＵＳＢスティックメモリ３１１による
操作をおこなうことができるので、簡単かつ確実な入力操作をおこなうことができる。ま
た、ＵＳＢスティックメモリ３１１の操作方向は、上述した上下左右の４方向に限られる
ものではなく、全方向に操作自在とすることも可能であるほか、ＵＳＢスティックメモリ
３１１を押し込む方向に操作可能にしてもよい。ＵＳＢスティックメモリ３１１を押し込
み方向に操作可能にする場合、ＵＳＢスティックメモリ３１１が押し込まれた際に導通す
る電気接点５２２を備えるようにすればよく、たとえば、ＵＳＢスティックメモリ３１１
の押し込み操作を決定ボタンの入力操作とすることにより、表示部３０４に表示される内
容を適宜決定できるようにしてもよい。なお、上述した操作制御処理は、一例であり、表
示部３０４にフォルダを表示するようにした処理に限られるものではなく、たとえば、再
生曲の停止、開始、スキップなど、設定により適宜他の処理をおこなうことは勿論可能で
ある。
【００７８】
（ＵＳＢスティックメモリ３１１の動作の一例）
　つぎに、図９および図１０を用いて、実施例１にかかるＵＳＢスティックメモリ３１１
の動作の一例について説明する。図９は、実施例１にかかるＵＳＢスティックメモリを側
面から見た際の動作の一例を示す説明図である。
【００７９】
　図９において、ＵＳＢスティックメモリ３１１が音響装置３００の差込口３０５に差し
込まれた状態を示している。ＵＳＢスティックメモリ３１１は、上方および下方に移動可
能になっている。ＵＳＢスティックメモリ３１１が上方または下方へ傾動すると、上述し
た鍔部５１２の対向接点５１６が上方または下方に配置される電気接点５２２に接触し、
電気接点５２２を導通させることにより、操作信号を出力するようになっている。
【００８０】
　また、図１０は、実施例１にかかるＵＳＢスティックメモリを上方から見た際の動作の
一例を示す説明図である。図１０において、ＵＳＢスティックメモリ３１１が音響装置３
００の差込口３０５に差し込まれた状態を示している。ＵＳＢスティックメモリ３１１は
、左方および右方に移動可能になっている。ＵＳＢスティックメモリ３１１が左方または
右方へ傾動すると、上述した鍔部５１２の対向接点５１６が左方または右方に配置される
電気接点５２２に接触し、電気接点５２２を導通させることにより、操作信号を出力する
ようになっている。
【００８１】
　以上説明したように、実施例１にかかる音響装置３００は、可動機構５１０によって操
作自在なＵＳＢスティックメモリ３１１の操作状態を検出し、検出された操作状態に対応
した操作信号を出力する検出部５２０と、検出部５２０によって出力された操作信号に基
づいて、出力情報の再生を制御する再生制御部７１１と、を備えた。このような構成によ
れば、ＵＳＢスティックメモリ３１１により簡単且つ確実な入力操作をおこなうことがで
きる。
【００８２】
　また、実施例１において、差込口３０５は、ＵＳＢスティックメモリ３１１に対して、
電気的に接続可能なＵＳＢポート３０５ａとした。このような構成によれば、電源の供給
、データの読み込みなどをおこなうことができ、差込口３０５に挿入されるＵＳＢスティ
ックメモリ３１１などの操作レバーに対して、レバーとしての機能以外の他の機能を備え
ることが可能になる。
【００８３】
　また、本実施の形態において、ＵＳＢスティックメモリ３１１に具備される記憶素子と
、音響装置３００に具備される磁気ディスク４０５や光ディスク４０７との間で、データ
通信可能な回線を配線する。特に、本実施の形態においては、このような回線を、ＵＳＢ
スティックメモリ３１１が台座５１４に対して傾動する際の支点に相当する位置に配線す
るようにした。このような構成によれば、ＵＳＢスティックメモリ３１１の傾動動作によ
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って配線が邪魔になるようなことがなく、ＵＳＢスティックメモリ３１１を傾動自在にす
ることができるともに、ＵＳＢスティックメモリ３１１に記録される情報の再生や複製を
おこなうことができる。
【００８４】
　また、実施例１において、差込口３０５にＵＳＢスティックメモリ３１１が挿入された
ことを検知する接続検知部７２０を備えるようにした。また、装置筐体３０１には、操作
入力を受け付けることによって操作信号を出力する操作ボタン３０３を設けるようにした
。さらに、再生制御部７１１は、接続検知部７２０によって差込口３０５にＵＳＢスティ
ックメモリ３１１が挿入されたことが検知された際に、操作ボタン３０３からの操作信号
に基づく再生の制御から、検出部１０５によって検出された操作信号に基づく再生の制御
へ、切り替えの選択をおこなう選択部７３０を備えるようにした。このような構成によれ
ば、ＵＳＢスティックメモリ３１１からの操作信号に基づく再生の制御のみを選択した場
合、利用者が意図せずに操作ボタン３０３を押下した場合であっても、操作ボタン３０３
からの操作信号を受け付けることがないので、利用者は、ＵＳＢスティックメモリ３１１
の操作を慎重におこなう必要がなく、ＵＳＢスティックメモリ３１１を簡単に操作するこ
とができる。
【００８５】
　また、実施例１において、可動機構５１０は、装置筐体３０１に設けられ、差込口３０
５を可動にする機構とし、ＵＳＢスティックメモリ３１１を操作可能に移動させるように
した。本構成によれば、ＵＳＢポート３０５ａを備えた差込口３０５を可動にしたため、
ＵＳＢコネクタ３１１ａを備えたコネクタであれば挿入可能であるので、汎用性を向上さ
せることができる。
【００８６】
　また、実施例１において、可動機構５１０は、差込口３０５に挿入されたＵＳＢスティ
ックメモリ３１１を、ＵＳＢスティックメモリ３１１の挿入される方向に対して傾動自在
にし、検出部５２０は、ＵＳＢスティックメモリ３１１の傾動状態に応じた操作信号を出
力する電気接点５２２を備えるようにした。本構成は、可動機構５１０およびＵＳＢステ
ィックメモリ３１１の代表的な構成であり、簡単な構成で本発明を実現することができる
。
【００８７】
　また、実施例１において、ＵＳＢスティックメモリ３１１および差込口３０５は、嵌合
可能なＵＳＢコネクタ３１１ａを用いて接続するものとした。このような構成によれば、
スティック状の操作部５００を簡単に形成できる。また、内蔵される記憶素子に記憶され
る情報を読み込むことができ、レバーとしての機能以外の他の機能を備えるようにするこ
とが可能になる。また、ＵＳＢコネクタ３１１ａは、コネクタの中でも最も着脱が容易で
あるため、汎用性のある音響装置３００を提供することができる。
【００８８】
　また、実施例１において、装置筐体３０１に開閉可能な表示パネルを備えるようにし、
差込口３０５は、表示パネルの前面に埋め込まれた構成としてもよい。このような構成に
よれば、ＵＳＢスティックメモリ３１１を差込口３０５に挿入した際にも、ＵＳＢスティ
ックメモリ３１１が表示パネルの閉動作を妨げることがないので、表示パネルを開閉自在
にすることができるとともに、表示パネルの視認性の低下を防止できる。
【００８９】
（操作部１１００の別の操作方式の一例）
　つぎに、図１１を用いて、実施例１にかかる操作部１１００の別の操作方式の一例につ
いて説明する。図１１は、実施例１にかかる操作部の別の操作方式の一例を示す説明図で
ある。図１１において、操作部１１００は、ＵＳＢスティックメモリ３１１を上下左右方
向に傾動可能にするとともに、ＵＳＢスティックメモリ３１１の差込方向を回転軸として
、矢印方向に回転可能になっている。
【００９０】
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　図１１に示す操作部１１００において、差込口３０５側の可動機構は、ＵＳＢスティッ
クメモリ３１１の挿入される方向を回転軸として、ＵＳＢスティックメモリ３１１を回転
自在にした構成になっている。また、ＵＳＢスティックメモリ３１１の操作状態を検出す
る検出部５２０としては、電気接点５２２のほかに、図示外の回転センサが用いられてい
る。つまり、本構成は、差込口３０５に接続されたＵＳＢスティックメモリ３１１を回転
可能にする図示外の可動機構と、可動機構によって回転可能なＵＳＢスティックメモリ３
１１の操作状態を検出する回転センサと、を備え、回転センサによって検出されたＵＳＢ
スティックメモリ３１１の操作状態に基づいて、操作信号を出力するようにしたものであ
る。
【００９１】
　このような構成によれば、簡単且つ確実な入力操作をおこなうことができるとともに、
より多様な操作が可能になる。具体的には、操作制御処理において、たとえば、ＵＳＢス
ティックメモリ３１１を左回転させることにより再生曲を停止させ、また、ＵＳＢスティ
ックメモリ３１１を右回転させることにより再生曲の再生を開始させるといったことを実
現できる。また、回転させる量や、回転させる速度、回転させる間隔（タイミング）など
の操作に応じて、入力内容を適宜設定してもよい。このように、回転自在な可動機構、お
よび回転センサを用いれば、多様な入力動作をおこなうことができる。
【実施例２】
【００９２】
　以下に、本発明の実施例２について説明する。実施例２にかかる音響装置１２００は、
可動機構１２１４、およびＵＳＢスティックメモリ１２１０の操作状態を検出する検出部
をＵＳＢスティックメモリ１２１０に具備させた点で、実施例１と異なる。なお、以下の
説明において、実施例１と同様の構成のものには同様の符号を付すとともに、実施例１に
おいて説明した点については説明を省略する。
【００９３】
（音響装置１２００の構成の一例）
　図１２を用いて、実施例２にかかる音響装置１２００の構成の一例について説明する。
図１２は、実施例２にかかる音響装置の構成の一例を示す説明図である。図１２において
、音響装置１２００は、ＵＳＢスティックメモリ１２１０と、差込口１２２０とを備えて
いる。
【００９４】
　ＵＳＢスティックメモリ１２１０は、本体１２１１と、ＵＳＢコネクタ１２１２とを有
し、本体１２１１内に検出部としてのジャイロセンサ１２１３と、可動機構１２１４とを
備えて構成されている。ジャイロセンサ１２１３は、本体１２１１に角速度が加わった際
の慣性力を検出するものである。ジャイロセンサ１２１３の検知方式は、振動式、光学式
、流体式等いずれのものでもよい。可動機構１２１４は、ＵＳＢコネクタ１２１２との接
続部を支点にして本体１２１１を上下左右全周方向に揺動自在にするとともに、ＵＳＢス
ティックメモリ１２１０の差込方向を回転軸として回転自在にするものである。一方、差
込口１２２０は、音響装置１２００内に固定して設けられている。
【００９５】
　実施例２においても、ＵＳＢスティックメモリ１２１０は、図示外のロック機構により
、引き抜きがロックされている。また、ロック機構は、図示外の解除機構により解除され
るようになっている。また、図示していないが、本体１２１１と可動機構１２１４との接
合部には、ＵＳＢスティックメモリ１２１０と、音響装置３００の磁気ディスク４０５ま
たは光ディスク４０７との間でデータ通信可能な回線が配線されている。この回線は、Ｕ
ＳＢスティックメモリ１２１０の揺動動作の変動が少ない位置、具体的には、球形の可動
機構１２１４の中心部分に配線されている。したがって、ＵＳＢスティックメモリ１２１
０の揺動動作によって配線が邪魔になるようなことがなく、ＵＳＢスティックメモリ１２
１０が揺動自在になる。
【００９６】
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（操作制御部１３００の機能的構成）
　つぎに、図１３を用いて、実施例２にかかる音響装置１２００に具備される操作制御部
１３００の機能的構成について説明する。図１３は、実施例２にかかる音響装置に具備さ
れる操作制御部の機能的構成の一例を示すブロック図である。
【００９７】
　図１３において、操作制御部１３００は、ＵＳＢスティックメモリ１２１０内にジャイ
ロセンサ１２１３を備えた点で、実施例１と異なる。接続検知部７２０は、ＵＳＢコネク
タ１２１２が差込口１２２０に差し込まれた際の接続を認識する情報、またはロック機構
によるロック信号に基づいて、ＵＳＢコネクタ１２１２と差込口１２２０との接続を検知
する。選択部７３０は、接続検知部７２０によるＵＳＢコネクタ１２１２と差込口１２２
０との接続の検知結果により、操作ボタン３０３の操作信号に基づく再生の制御から、ジ
ャイロセンサ１２１３の検知結果に基づく再生の制御に切り替える。
【００９８】
　本構成は、ＵＳＢコネクタ１２１２が差込口１２２０に接続され、ＵＳＢコネクタ１２
１２が操作されると、ジャイロセンサ１２１３による慣性力の検出に基づいた操作信号が
出力される。つまり、実施例２は、可動機構１２１４によりＵＳＢコネクタ１２１２を支
点にして本体１２１１を、上下左右全周方向に揺動自在にし、回転自在にするとともに、
ジャイロセンサ１２１３によって本体１２１１が操作された際の操作状態を検出するよう
にした。具体的には、利用者が本体１２１１を、たとえば、右方向に傾動させたとすると
、ジャイロセンサ１２１３が右方向に傾動した状態を検知する。
【００９９】
　このような構成であっても、ＵＳＢスティックメモリ１２１０を操作レバーとして用い
ることができる。このような構成によれば、ＵＳＢコネクタ１２１２に検出部としてのジ
ャイロセンサ１２１３を具備させたので、差込口１２２０側の構成を簡素化することがで
きる。
【０１００】
　以上説明したように、本発明の操作制御装置、操作制御方法、操作制御プログラム、お
よび記録媒体は、可動機構５１０（１２１４）によって操作自在なＵＳＢスティックメモ
リ３１１（１２１０）の操作状態を検出し、検出された操作状態に対応した操作信号を出
力する検出部５２０（ジャイロセンサ１２１３）と、検出部５２０（ジャイロセンサ１２
１３）によって出力された操作信号に基づいて、出力情報の再生を制御する再生制御部７
１１と、を備えた。このような構成によれば、ＵＳＢスティックメモリ３１１（１２１０
）により簡単且つ確実な入力操作をおこなうことができる。
【０１０１】
　なお、実施例１および実施例２で説明した入力制御方法は、予め用意されたプログラム
をパーソナル・コンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行することに
より実現することができる。このプログラムは、ハードディスク、フレキシブルディスク
、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤなどのコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され
、コンピュータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。また、この
プログラムは、インターネットなどのネットワークを介して配布することが可能な伝送媒
体であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本実施の形態にかかる操作制御装置の構成の一例を示す説明図である。
【図２】本実施の形態にかかる操作制御装置の操作制御処理手順の一例を示すフローチャ
ートである。
【図３】実施例１にかかる音響装置の構成の一例を示す説明図である。
【図４】実施例１にかかる音響装置のハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【図５】実施例１にかかる操作部の構成の一例を示す断面図である。
【図６】実施例１にかかる操作部の構成の一例を示す断面図である。
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【図７】実施例１にかかる音響装置に具備される操作制御部の機能的構成の一例を示すブ
ロック図である。
【図８】実施例１にかかる音響装置の操作制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図９】実施例１にかかるＵＳＢスティックメモリを側面から見た際の動作の一例を示す
説明図である。
【図１０】実施例１にかかるＵＳＢスティックメモリを上方から見た際の動作の一例を示
す説明図である。
【図１１】実施例１にかかる操作部の別の操作方式の一例を示す説明図である。
【図１２】実施例２にかかる音響装置の構成の一例を示す説明図である。
【図１３】実施例２にかかる音響装置に具備される操作制御部の機能的構成の一例を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
【０１０３】
　　１００　操作制御装置
　　１０１　装置筐体
　　１０２　操作レバー
　　１０３　受け部
　　１０４　可動機構
　　１０５　検出部
　　１０６　再生制御部
　　１０７　検知部
　　１０８　操作ボタン
　　１１０　選択部
　　３００　音響装置
　　３０３　操作ボタン
　　３０４　表示部
　　３０５　差込口
　　３０５ａ　ＵＳＢポート
　　３１１　ＵＳＢスティックメモリ
　　３１１ａ　ＵＳＢコネクタ
　　５００　操作部
　　５１０　可動機構
　　５２０　検出部
　　５２２　電気接点
　　７００　操作制御部
　　７３０　選択部
　　１１００　操作部
　　１２００　音響装置
　　１２１０　ＵＳＢスティックメモリ
　　１２１１　本体
　　１２１２　ＵＳＢコネクタ
　　１２１３　ジャイロセンサ
　　１２１４　可動機構
　　１２２０　差込口
　　１３００　操作制御部
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１３】
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